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会期：平成18年7月26日（水）～9月24日（日）

展
示
室
1

江
戸
の
自
然
観
察

渉A
k
b
 

H

忍
y
l

東京の築地付近は、江戸時代には江戸湾に臨んだ風光明加な地で、尾張家は湖j入の池

を備えた庭園のある蹴屋敷を構えていた。庭園に生息する、さまざまな植物、昆虫・魚類が

克明に打古かれている。

夏
休
み
に
昆
虫
や
草
花
を
採
集
し
た
り
、
ア
サ
ガ
オ
の

観
察
日
記
を
つ
け
た
と
い
う
経
験
を
し
た
方
は
大
勢
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
身
近
な
自
然
に
目
を
向
け
、
触

れ
親
し
む
と
い
う
行
為
は
、
自
然
界
に
生
き
て
い
る
人
間

に
と
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
、
自
然
を
よ
く
知
る
た

め
の
第
一歩
と
い
え
ま
す
。

今
よ
り
数
百
年
も
前
の
江
戸
時
代
に
は
、
動
物
・植
物
・

鉱
物
な
ど
、
自
然
界
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
熱
い
眼

差
し
を
注
い
だ
人
々
が
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
本
草
学
者
（
博

物
学
者
）
と
呼
ば
れ
、
現
在
に
通
じ
る
近
代
自
然
科
学
の

基
を
作
り
ま
し
た
。
本
草
学
は
、
本
来
自
然
界
に
あ
る
薬

と
な
り
得
る
も
の
す
べ
て
を
探
求
す
る
学
問
で
す
が
、
や

が
て
蘭
学
の
影
響
を
受
け
、
動
物
・植
物
・鉱
物
そ
の
も
の

や
自
然
現
象
に
も
関
心
を
向
け
、
研
究
対
象
が
拡
大
し
、

博
物
学
へ
と
広
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
数
多
く
生
み
出
さ

れ
た
本
草
学
・博
物
学
の
書
物
や
図
譜
な
ど
は
、
自
然
と

ー
ん
し

真
撃
に
向
き
合
い
、
対
象
を
正
確
に
観
察
、
把
握
、
研
究
し

よ
う
と
し
た
先
人
た
ち
の
熱
意
、
興
味
、
驚
き
を
今
に
伝

え
て
く
れ
ま
す
。
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内藤束甫編

尾張藩士内藤東甫（正参）が、

尾張家九代宗睦（1733～99）の
内命により編纂した、絵入りの尾

張地誌。領内の産物や風俗に詳

しく、巻九十七から巻百は春日升ニ

'ltll産物として、動植鉱物の図が

掲載されている。図は、カワウソ。

尾
張
十
四
代
の
藩
主
徳
川
慶
勝
が
収
集
し
た
見
虫
標

本
な
ど
初
公
開
の
作
品
を
は
じ
め
、
身
近
な
日
本
の
自
然

か
ら
、
海
外
の
珍
奇
な
動
植
物
に
至
る
ま
で
、
江
戸
時
代
の

hu
う
せ
い

人
々
の
旺
盛
な
眼
差
し
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
自
然
の
す

が
た
を
紹
介
し
ま
す
。
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展
示
室
2

国
絵
図
と
城
絵
図

江
戸
幕
府
は
諸
藩
に
対
し
、
日
本
全
国
六
十
余
国
に

お
よ
ぶ
国
単
位
の
区
切
り
で
地
図
（
国
絵
図
と
い
い
ま
す
）

を
作
成
し
、
提
出
す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
国
絵
図
に
は
、

諸
藩
の
領
地
内
の
地
理
・村
落
な
ど
の
情
報
が
躍
り
込
ま

れ
て
お
り
、
見
た
目
は
現
代
の
私
た
ち
が
日
常
使
用
す
る

地
図
と
似
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
は
性
格
も
目
的
も
異
な

る
も
の
で
す
。
そ
も
そ
も
、
諸
藩
に
国
絵
図
の
提
出
を
命

じ
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
諸
藩
の
領
地
が
幕
府
の
支
配
下

に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
行
為
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
幕
府
は
あ
わ
せ
て
、
軍
事
上
の
理
由
か
ら
、
各
大

名
の
居
城
の
純
張
り
絵
図
の
提
出
も
命
じ
ま
し
た
。
城

郭
の
図
面
と
い
う
高
度
の
軍
事
機
密
を
提
出
さ
せ
た
わ

け
で
す
か
ら
、
国
絵
図
の
提
出
以
上
に
、
諸
藩
に
対
す
る

幕
府
の
支
配
を
強
く
印
象
づ
け
る
行
為
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

一方
、
自
領
の
地
勢
の
把
握
が
内
政
上
不
可
欠
で
あ
り
、

ま
た
領
内
の
城
郭
の
管
理
も
軍
事
上
重
要
で
あ
る
た
め
、

諸
滞
も
こ
ぞ
っ
て
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
絵
図
を
作
成

し
ま
し
た
。
ま
た
、
領
外
の
地
理
・地
勢
の
情
報
収
集
や

兵
学
研
究
上
の
必
要
性
な
ど
か
ら
、
日
本
全
国
の
国
絵

図
や
各
地
の
城
絵
図
を
収
集
し
た
り
し
ま
し
た
。

尾
張
徳
川
家
に
は
、、」
う
し
た
経
緯
か
ら
作
成
・収
集

さ
れ
た
多
く
の
国
絵
図
と
城
絵
図
が
伝
来
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
そ
の
中
か
ら
、

初
公
開
の
大
型
絵
図
で
あ
る
尾
張
図
絵
図
を

中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
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t.f しゅうあいらぐんは Lr-"~ こじようず

尾州愛知郡星111奇古城図（縦196cm×横287cm)

江戸時代はじめには廃城となっていた星Iii奇城の城絵図

である。 JJ~在の名古屋市南区本星11 1奇本城あたり』こあった。
非常に巨大な城絵図で、なぜこれほど大きくかっ詳細な

図面として作成されたのか、その経緯は不明である。

みのの〈にぜんす’

美濃回全図（縦145cm×横123cm)

体

“， ． ． ， 
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尾張藩の領地高約六十二万石のうち、五分のーの

十二万石余りがあった美濃国の国絵図で、ある。南

方（下方）に、国境を接する尾張固と伊勢国の表記

が見える。囲内は郡ごとに境界が色分けされており、

村々は白い楕円によって示され、村々をつなぐ街道や

河J11も詳細に記されている。
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会期：平成18年9月27日（水）～11月5日（日）

展
示
室
1
・
2

秋
季
特
別
展

絵
で
楽
し
む
日
本
む
か
し
話

ー
お
伽
草
子
と
絵
本
の
世
界
l

む
か
し
、
む
か
し
｜
｜
今
か
ら
四
、
五
百
年
ほ
ど
遡
る

時
代
の
日
本
に
も
、
人
々
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
絵
本
が
あ
り
ま
し
た
。

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
広
く
流
布
し
た

「
お
備
前
手
」
と
呼
ば
れ
る
物
語
は
、
絵
巻
や
挿
絵
入
り

の
叩
子
な
ど
の
形
で
絵
固
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
専
門
の

絵
師
の
筆
に
な
る
作
品
も
あ
る
一方
で
、
素
朴
で
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
絵
も
多
く
、
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
語
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
現
代
で
も
昔
話
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
「
浦
島
太
郎
」
や
「
一寸
法
師
」
な

ど
の
ほ
か
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
幸
せ
な
結
婚
に
至
る
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
や
、
ヒ
ー
ロ
ー
が
活
躍
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
も

の
、
貧
し
い
身
の
上
か
ら
一転
、
裕
福
に
な
る
立
身
出
世
物

語
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
中
で
も
、
猿
や
雀
が
世
の
無
常

を
悟
っ
て
出
家
す
る
話
や
、
玉
虫
の
姫
君
に
蝉
や
き
り
ぎ

り
す
が
思
い
を
寄
せ
る
話
、
身
の
回
り
の
古
道
具
が
妖
怪

に
化
け
て
し
ま
う
話
な
ど
、
人
間
以
外
が
主
役
と
な
る

い
わ
ゆ
る
「
異
類
物
」
と
呼
ば
れ
る
物
語
群
は
「
お
伽
草

子
」
の
特
徴
的
な
一
面
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

う
し
た
、
動
物
や
虫
、
器
物
た
ち
の
描
写
に
は
、
さ
ま
ざ

はいずみものがたりえまさ

掃墨物語絵巻 室II町時代 （徳川美術館蔵）

若い僧の訪れを待つ娘は、眉墨と白粉を間違えて化粧してしまいます。僧は黒い顔を見て鬼と思い

逃げ出し、世の無常を悟った娘は出家するという物語。この場面は、驚いた母君が鏡を見せて、今

度は娘がひ、つくり仰天するところ。「画中詞」と呼ばれる台詞が書き込まれています。

（母）すはかfみにてかほ御らんぜよ（鏡で顔を見てご覧なさい！）

（娘）あれはなにぞや、まことに鬼になりて候かや、心はまだ人にて候物を、あらおそろしおそろし

（これは一体何？本当に鬼になってしまったのかしら、心はまだ、人間なのに・・・なんと恐ろしいこと！）

重要文化財

崇福寺蔵）

人間に捨てられた古道具たちが付喪神という妖怪になり、

人々に復讐するが、やがて悪行を悔いて出家し、成仏す

るという物語。図版lは道具たちが、長年の奉公が報わ

れず捨てられたことを恨んで、仇討ちを企てる場面。左

下には、復担￥を戒めた数珠の「一連」が、手棒の「あら太

郎Jに打たれているところが描かれています。図版2は、

妖怪に化けた道具達が人間を襲って復鶴を果たし、宴

会を閉し、て碁や双六などの娯楽に興じているところ。

室町時代（｜岐阜付喪キ1j1絵



ま
も
の
に
魂
が
宿
る
と
考
え
た
当
時
の
人
々
の
ま
な
ざ

し
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、鬼
・妖
怪
の
ほ
か
、
龍
宮
な

ど
の
異
界
を
表
し
た
挿
絵
の
中
に
は
、
奇
想
天
外
と
も

言
え
る
表
現
が
見
ら
れ
、実
際
に
は
目
に
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
を
、
自
に
見
え
る
形
で
表
そ
う
と
す
る
旺
盛

な
想
像
力
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
。

せ
り
ふ

今
回
の
展
覧
会
で
は
、絵
の
傍
に
登
場
人
物
の
台
詞
が

書
き
込
ま
れ
た
作
品
も
紹
介
し
ま
す
。
そ
う
し
た
、
現

代
の
マ
ン
ガ
を
思
わ
せ
る
表
現
に
は
、
人
々
の
会
話
が
聞
こ

え
て
く
る
か
の
よ
う
な
面
白
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

－
』
・
え

「
小
絵
」
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
絵
巻
で
、
足
利
十
一代
将
軍

義
澄
が
十
五
歳
の
時
に
所
持
し
て
い
た
と
知
ら
れ
る
「
硯

破
草
紙
」
（
室
町
時
代
京
都
細
見
美
術
館
蔵
）
や
、蓬
左

文
庫
・徳
川
美
術
館
が
所
蔵
す
る
、
尾
張
徳
川
家
の
姫
君

た
ち
の
調
度
本
な
ど
、
約
六
十
点
あ
ま
り
を
展
示
予
定

で
す
。

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
、
驚
き
あ
り
｜
描
か
れ
た
日
本
む

か
し
話
の
豊
か
な
世
界
に
、
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

〈
主
な
展
示
予
定
作
品
〉

浦
山
太
郎
絵
巻
（室
町
時
代
個
人
殺
）

弁
段
物
問
絵
巻
（室
町
時
代
例
人
政
）

稚
児
今
参
り
絵
巻
（室
町
時
代
個
人
政
）

地
磁
立
平
紙
（
室
町
時
代
例
人
刊紙）

虫
妹
背
物
館
絵
巻
住
吉
如
腹
部
品
（
江
戸
時
代
京
郎
細
見
美
術
館
刊
紙
）

百
鬼
夜
行
絵
巻
狩
野
興
也
鍛
（
江
戸
時
代
個
人
政
）

御
伽
文
郎
（渋
川
版
）二
十
三
編
揃
（江
戸
時
代
中
京
大
学
政
）

文
正
草
子
絵
巻
（江
戸
時
代
徳
川
美
術
館
刊
紙
）

く
さ
物
部
川
（江
戸
時
代
蓬
左
文
庫
刊
紙
）

ほ
か
約
六
十
点
展
示
予
定

かみよ物語絵巻

室町時代（西尾市岩瀬文庫蔵）

ネ111代の昔、彦火々出見尊が龍宮を訪れ、

そこで、得た不思議な力によって日本国を

治めたという物語。海幸彦・山幸彦の判l

話として知られています。彦火々出見尊

が乗るワニの姿がなんともユーモラスです。

ことうたものがたりえ I与

小藤太物語絵巻

大切に育ててきた小雀を蛇に呑まれてしまった雀夫

婦が、世の無常を悟って出家する物語。途中、さまざ

まな鳥たちが夫婦を慰めるために和歌を詠む場面も

あります。

尾張徳川家六代継友夫人光雲院安己

君(1704～25）の蔵書。
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会期：平成18年11月8日（水）～12月10日（日）

展
示
室
I

異
国
へ
の
ま
な
ざ
し

日
本
に
は
多
く
の
美
術
工
芸
品
が
古
く
か
ら
輸
入
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
隣
国
の
高
麗
朝
鮮
、
中
国
の
み
な
ら
ず

遠
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
近
東
イ
ス
ラ
ム
の
美
術
工
芸
品
も
も

た
ら
さ
れ
、
大
切
に
利
用
保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本

人
の
異
国
へ
の
ま
な
ざ
し
は
江
戸
時
代
の
鎖
国
制
度
の
も

と
で
も
、
長
崎
貿
易
を
通
じ
て
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

近
年
ま
で
「
舶
来
品
」
と
い
え
ば
、
船
舶
に
よ
っ
て
日
本

に
輸
入
さ
れ
た
珍
し
い
高
価
な
品
と
い
う
意
味
で
し
た
。

日
本
か
ら
の
海
外
へ
の
輸
出
品
は
銅
や
金
、
海
産
物
な
ど

が
中
心
で
、
反
対
に
絹
や
木
綿
、
毛
織
物
、
ギ
ヤ
マ
ン
、
唐

木
、
医
薬
品
な
ど
多
種
多
様
の
品
々
が
輸
入
さ
れ
ま
し
た
。

鎖
国
制
度
の
も
と
で
あ
っ
て
も
こ
れ
ら
の
輸
入
品
を
通
じ

て
「
異
国
」
を
感
じ
と
っ
て
い
た
の
で
す
。

と
り
わ
け
将
軍
家
に
次
ぐ
高
い
身
分
で
あ
っ
た
尾
張

徳
川
家
で
は
珍
し
い
輸
入
品
が
多
数
も
た
ら
さ
れ
、
用
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
幕
府
が
独
占
し
て
い
た
海
外
知

識
や
情
報
、
技
術
も
豊
富
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
江
戸
時
代
の
尾
張
徳
川
家
に
伝
来
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
輸
入
品
や
情
報
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

与んからかわかがみおおい

金唐~1！！＂：鏡恋 ハンスル・メール作 （徳川美術館蔵）

二つ折りにたたむ手鏡の覆い。尾張徳川家二代光友夫人の千代姫の所用品。ガラ

スの鏡は割れてしまったのか失われている。ヨーロッパで、流行した図柄のド、Jレフィンや

唐草文様が描かれ、右側の細部に「H・L・MJのモノグラムがある。オランダの金唐革

作家のハンスル・メール(1634-70）の作と判明する。

3im・のうち

ロシアに漂着した仙台藩の船頭から

の問書きを関学者の大槻玄沢が文

化4年(1807）にまとめた書。ロシア

皇帝アレキサンド‘ル I世(1777-18

25・右頁）その母マリア(1759-18

28・左頁）の肖像が色彩豊かに描

かれている。

大槻玄沢著
かんかいいぶん

環海異聞
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兵要録 lOilltのうち安政4年(1857）奥書

長沼宗敬著 徳川慶勝写

長沼流兵学伝授は、「兵要録Jの講習が中心で、あった。！麦勝は、14代尾

張滞主として、同滞の軍制改革に長沼流を採り入れた。

城取図解 5巻のうち

寛政9年（1797）奥書

伊藤景的著同鶴之進国

尾張藩士で兵学者の伊藤長的が、

城取（築城）の要点を図解し、尾張

滞に提出したものと思われる。

江
戸
時
代
の
武
士
の
本
分
は
軍
事
に
あ
り
、
「
兵
学
」

と
呼
ば
れ
た
軍
事
研
究
が
盛
ん
で
し
た
。
ま
た
、
尾
張
藩

は
、
務
、
王
を
指
揮
官
と
す
る
軍
団
と
い
う
性
格
を
本
来

持
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
藩
主
以
下
日
頃
か
ら
部
隊
の
編

成
や
指
揮
に
つ
い
て
学
ん
で
お
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
の
兵
学
（
「
軍
学
」
と
も
い
い
ま
す
。
用
兵
・
戦
術

な
ど
の
研
究
を
し
ま
す
）
は
、
古
代
中
国
の
兵
書
の
研
究

に
は
じ
ま
り
、
戦
国
時
代
の
戦
乱
を
経
て
、
江
戸
時
代
初

期
に
学
問
と
し
て
体
系
化
さ
れ
ま
し
た
。
甲
斐
国
（山
梨

県
）
の
戦
国
大
名
武
田
信
玄
の
用
兵
に
基
づ
く
甲
州
流
、

越
後
国
（新
潟
県
）
の
戦
国
大
名
上
杉
謙
信
の
用
兵
に
基

づ
く
越
後
流
な
ど
多
く
の
流
派
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

長
沼
宗
敬

（一
六
三
五
1
九

O
）
を
始
祖
と
す
る
長
沼

流
兵
学
は
、
儒
学
を
基
礎
に
、
中
国
・明
の
兵
学
も
採
り

入
れ
て
論
理
性
に
優
れ
て
い
た
の
で
、
幕
末
ま
で
発
展
を

続
け
ま
し
た
。
尾
張
蒋
で
は
、
藩
士
近
松
茂
矩
（一
六
九
七

1
一七
七
八
）
が
長
沼
流
を
藩
内
に
伝
え
た
の
ち
、
兵
学
教

育
や
軍
制
改
革
に
大
き
な
影
響
を
与
、
え
ま
し
た
。

尾
張
藩
で
盛
ん
に
学
ば
れ
た
長
沼
流
の
兵
学
書
を
は

じ
め
、
布
陣
図
、
行
軍
図
、
城
郭
図
な
ど
尾
張
藩
の
兵
学

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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表紙：太田和泉守記（おおたいすみのかみき）

太
田
牛
一が
著
述
し
た
軍
記
の
な
か
で
は
、

織
田
信
長
の
天
下
制
覇
の
記
録
で
あ
る

「
信
長

公
記
」
十
六
巻
が
も
っ
と
も
有
名
で
す
が
、
「太

田
和
泉
守
記
」
も
同
時
代
人
で
あ
る
牛
一の
残

し
た
関
ヶ
原
合
戦
の
記
録
と
し
て
大
変
貴
重

で
す
。
本
書
の
奥
書
（写真）
に
よ
れ
ば
、
慶
長
十

二
年
に
志
水
小
八
郎
忠
宗（
の
ち
尾
張
藩
家
老
）

表
紙
の
「
太
田
和
泉
守
記
」
は
、
「関
ヶ
原
軍

記」

「
関
原
御
合
戦
双
紙
」
と
も
よ
ば
れ
る
よ

う
に
、
慶
長
五
年
三
六

O
O）
九
月
の
関
ヶ
原

合
戦
を
中
心
に
、
同
年
の
徳
川
家
康
に
よ
る
陸

奥
国
会
津
城
主
上
杉
景
勝
征
伐
に
始
ま
り
、

慶
長
十
二
年
初
代
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
の
守

り
役
平
岩
親
吉
の
尾
張
国
清
須
入
城
に
至
る

ま
で
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

著
者
太
田
牛
一は
、大
永
七
年
（一
五
二
七
）
に

尾
張
国
春
日
井
郡
山
田
荘
安
食
村
（名
古
屋

市
北
区
）
に
生
ま
れ
、
は
じ
め
又
助
を
称
し
、晩

年
に
は
和
泉
守
を
名
乗
り
ま
し
た
。
織
田
信

長
に
仕
え
て
弓
衆
と
し
て
活
躍
し
た
の
ち
、
丹

羽
長
秀
の
右
筆
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
豊
臣

秀
吉
・秀
頼
父
子
に
奉
行
な
ど
と
し
て
仕
え
ま

し
た
が
、隠
退
後
は
日
頃
書
き
留
め
た
記
録
を

基
に
、
織
田
信
長
・豊
臣
秀
吉
・同
秀
次
・同
秀

頼
・徳
川
家
康
五
代
の
軍
記
の
著
述
に
専
念
し

中ま
l
u

れ～
。

の
た
め
に
、
八
十
一歳
の
牛
一自
ら
が
書
写
し
た

も
の
で
す
。

な
お
、本
書
は
、徳
川
美
術
館
企
画
展
示
「
天

下
人
た
ち
の
時
代
l
信
長
・秀
吉
・家
康
｜
」
（
会

期
七
月
二
十
二
日
1
九
月
三
日
）に
出
品
さ
れ

ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
下
さ
い
。

「太田和泉守記」
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